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お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
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様々な情報満載です。是非、ご覧ください！
催事の詳細もご覧いただけます。
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支
え
合
い
表
彰
い
た
だ
き
五
十
年

「
金
婚
を
迎
え
ま
し
た
」

魂
を
呼
ん
で
報
告
祝
い
事

「
線
香
を
あ
げ
て
息
子
の
結
婚
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
こ
ゆ
き
・
72
歳
・
平
）

半
世
紀
支
え
合
っ
て
の
八
十
路
坂

「
早
く
も
60
余
年
喜
怒
哀
楽
日
々
を
耐
え
て
き
ま
し
た
」

闘
魂
の
猪
木
も
つ
い
に
旅
立
ち
ぬ

「
鉄
の
塊
の
様
な
体
も
病
魔
に
勝
て
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
日
和
田
剛
・
86
歳
・
四
倉
）

支
え
合
い
三
十
二
年
夫
婦
仲

父
母
の
魂
今
も
家
守
る
（
ヤ
ス
さ
ん
・
72
歳
・
四
倉
）

病
な
る
我
を
支
え
る
夫
の
声

最
後
ま
で
闘
魂
見
せ
た
猪
木
さ
ん

「
死
の
直
前
ま
で
」

　
　
　（
前
向
き
・
61
歳
・
四
倉
）

逝
く
ま
で
は
支
え
愛
行
く
夫
婦(

ふ
た
り)

で
す

無
理
で
し
ょ
か
三
つ
児
の
魂
百
ま
で
は
？

「
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が…

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
す
ず
や
・
82
歳
・
内
郷
）

人
生
を
支
え
て
く
れ
た
妻
が
い
る

母
親
が
敗
け
じ
魂
子
に
教
え

　
　
　
　
　
　
　
　（
高
野
尚
之
・
77
歳
・
明
治
団
地
）

円
安
を
家
計
削
っ
て
民
支
え

「
年
間
八
万
円
支
出
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

隠
さ
れ
た
魂
胆
知
ら
ずATM

「
詐
欺
に
注
意
し
よ
う
」

（
小
林
泰
浩
・
81
歳
・
平
）

老
夫
婦
人
生
歩
み
支
え
合
う

勝
負
と
は
魂
し
い
入
れ
て
勝
利
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
澤
ア
イ
子
・
南
相
馬
）

秋
深
し
支
え
る
重
み
人
の
文
字

松
明
に
託
す
魂
落
（
ち
）
る
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
布
施
敏
家
・
72
歳
・
泉
）

知
事
選
で
支
持
を
訴
え
る
候
補
者

「
物
価
高
手
厚
い
政
策
お
願
い
し
ま
す
」

神
仏
に
魂
込
め
て
手
を
合
わ
せ

「
家
族
の
健
康
守
る
」

　
　（
木
田
ト
キ
・
83
歳
・
平
）

六
十
年
支
え
ら
れ
た
り
支
え
た
り

靖
国
は
戦
犯
だ
け
じ
ゃ
な
い
御
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
猪
狩
泰
英
・
84
歳
・
内
郷
）

震
災
で
支
え
合
う
意
味
実
感
す
る

「
今
で
も
全
国
に
知
り
合
い
が
」

東
北
の
魂
見
せ
た
球
児
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
間
勝
成
・
70
歳
・
南
相
馬
）

支
え
る
が
い
つ
か
年
金
我
支
え

「
年
金
制
度
を
支
え
る
側
か
ら
支
え
ら
れ
る
齢
に
、
感
謝
」

濁
り
な
き
魂
を
見
る
孫
の
眼
に

「
４
歳
児
が
爺
を
見
る
眼
曇
り
も
な
く
、
い
つ
ま
で
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
海
将
行
・
80
歳
・
小
名
浜
）

日
毎
見
る
曽
孫
の
世
話
も
支
え
合
い

入
魂(
じ
っ
こ
ん)

の
友
と
踊
り
し
フ
ラ
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
あ
や
こ
・
82
歳
・
四
倉
）

古
希
と
な
り
支
え
て
く
れ
る
娘
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
門
馬
ア
サ
子
・
71
歳
・
平
）

先
逝
か
れ
気
付
け
ば
支
え
ら
れ
て
た
か

「
50
年
妻
を
支
え
て
い
た
と
思
っ
て
た
が
今
は…

」

育
英
の
東
北
魂
見
た
気
が
し
た

「
高
校
野
球
の
優
勝
旗
や
っ
と
勿
来
の
関
越
え
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
林
武
・
81
歳
・
常
磐
）

人
生
の
心
の
支
え
そ
れ
ぞ
れ
に

「
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
・
多
様
性
の
時
代
」

魂
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
し
は
指
揮
者
の
奏

「
い
わ
き
出
身
コ
バ
ケ
ン
の
指
揮
に
感
動
、
誇
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ヨ
シ
ミ
・
��
歳
・
四
倉
）

支
え
ら
れ
力
の
か
ぎ
り
三
食
で

生
き
て
行
く
気
力
も
な
く
て
入
れ
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鈴
木
節
子
・
内
郷
）

母
散
歩
杖
で
支
え
る
丸
い
背

「
母
は
元
気
で
す
」

難
題
に
魂
込
め
て
投
句
す
る

「
悩
ん
だ
末
の
一
句
で
す
」
（
ゆ
う
じ
い
・
��
歳
・
泉
）

川
面
ゆ
く
お
し
ど
り
夫
婦
見
惚
れ
入
る

鎌
倉
の
八
幡
翔
る
十
三
士

「
源
頼
朝
亡
き
あ
と
、
鎌
倉
殿
を
支
え
た
御
家
人
13
人

の
魂
は
『
い
ざ
鎌
倉
』
へ
と
駿
馬
が
翔
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
篠
原
文
逸
・
��
歳
・
内
郷
）

ま
ー
だ
ま
だ
孫
ら
に
負
け
ぬ
八
十
路
四
つ

糟
糠
の
妻
と
百
寿
を
支
え
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（isao

・
��
歳
・
勿
来
）

こ
の
国
を
支
え
あ
つ
て
の
民
主
主
義

「
国
難
を
国
民
の
総
力
で
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

一
球
入
魂
お
見
事
優
勝
オ
リ
ッ
ク
ス

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
お
疲
で
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
野
喜
久
・
��
歳
・
平
）

支
え
合
う
人
の
字
震
災
に
も
耐
え
る

「
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
」

霊
的
な
成
長
目
指
し
日
々
努
め

「
気
持
ち
だ
け
で
も…

」

（
賢
治
郎
・
��
歳
・
勿
来
）

ま
だ
出
来
る
支
え
る
つ
も
り
が
支
え
ら
れ

魂
の
存
在
い
ま
だ
、
分
か
ら
な
い

「
魂
は
人
の
心
に
宿
る
と
昔
か
ら
聞
く
の
で
す
が
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
美
紀
・
��
歳
・
内
郷
）

お
前
だ
け
支
え
て
く
れ
て
有
り
難
う

電
話
受
け
何
の
魂
胆
お
こ
と
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
久
間
宏
邦
・
��
歳
・
南
台
）

支
え
合
う
夫
婦
絆
の
金
字
塔

「
皆
さ
ま
に
送
る
一
句
に
で
き
れ
ば
幸
せ
」

三
世
代
生
き
て
闘
魂
九
十
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
石
井
利
水
・
��
歳
・
勿
来
）

し
あ
わ
せ
な
平
和
の
世
界
支
え
合
う

千
代
子
さ
ん
キ
ミ
の
魂
受
け
継
い
だ

「PIT

で
み
た
映
画
伊
藤
千
代
子
さ
ん
に
感
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
片
寄
隆
司
・
��
歳
・
好
間
）

支
え
た
り
支
え
ら
れ
た
り
老
い
二
人

「
支
え
合
っ
て
生
き
る
し
か
な
い
ん
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賀
沢
金
一
・
87
歳
・
四
倉
）

両
の
足
我
を
支
え
る
が
ん
ば
り
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「唄う」「月」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。12月̔೔ʢඞணʣ。

お

題

「
支
え
る
」「
魂
」

今
も
な
お
お
ば
ち
ゃ
ん
魂
炸
裂
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
60
歳
・
常
磐
）

和
や
か
に
支
え
あ
い
健
康
家
族

魂
が
こ
も
っ
て
い
る
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
エ
ジ
リ―

ン
・
89
歳
・
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ৄ͍͠問͍߹Θͤ͸ɺಉฤूࣨʹి࿩����ʢ��ʣ����ʹ·Ͱɻ

。๬ऀΛืूしていますرࡌܝॲ͔ΒฤूࣨͰ͸ɺΠϕϯτ৘ใʢలࣔձɺίϯαʔτなͲʣͷݸ
৽ن͸੫ࠐΈͰ����ԁとなΓます。

ギャラリー情報 Π̱ϕϯτҊ಺

ΪϟϥϦʔ૑ܳ޻๪ 　いわき市ࣛ島町૸۽খਆ60�1ࢁ

　アフガニスタンの遊牧民の生活から生まれたトライバルラグ。
絨毯の魅力や心地良い手仕事の暮らしをゆったりとお楽しみ下さい。

―トルクメン＆バルーチ族―

トライバルラグのある暮らし
ೖ場ແྉ
02�6�29���2611/26→12/4

12/10→12/24

―ちっちゃな幸せ―

私のお気に入り展-16
　陶・金属・絵・ガラス・石・革・漆・紙、テ
ーブルウェアー・オブジェ等、手のひらサイズ
の作品であふれる。10:00 ～ 18:00 会期中無休。

ΪϟϥϦʔ૑ܳ޻๪

ೖ場ແྉ
02�6�29���26

いわき市ࣛ島町૸۽খਆ60�1ࢁ

→11/29
絵画大奉仕市

 　日本画・洋画・版画などの物故作家から、現
代作家の作品 50 余点を一堂に展示。５～３割引
で大奉仕！一部７割引作品も展示いたします。 

খ໺ඒज़

ೖ場ແྉ
02�6����0���

いわき市平字ಊࠜ町 ���খ໺ඒज़ いわき市平字த町̎̎ �̎

　ふんわりした手触りで温かい、ペルーアルパカの毛を使ったセー
ターやカーディガン、ベスト、マフラーなどを特価で販売する。

ペルーアルパカフェア
ೖ場ແྉ
02�6����0���12/8→12/20

12/17→12/25
石川貞治展

　<杜のシリーズ >を手掛けて 40 年。森の奥へ
雲へと分け入って初めての光景を視たいと日々
思うばかりです。　　　　　　　　　石川貞治

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示、販売。
手作り洋服販売中。火、水曜定休。

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
02�6��6��00111/28→

いわき市ཱඒज़ؗ　  いわき市平字ಊࠜ町���

　佐藤忠良（1912－2011）は戦後日本の具象彫刻を代表する作家であ
り、『おおきなかぶ』をはじめとする絵本挿絵でも知られています。

佐藤忠良展
02�6�2��1111→12/18

12/9→12/13
陶の灯り  真木貴成陶展

　炭化焼締の陶の灯りと白磁の器の作品展です。
柔らかなアイボリー色の白磁器、黒く焼き締め
られた花器の数々をご高覧ください。 

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1

11/26→12/25 Ұൠ1
��0ԁ
02�6�7��2�2�

アクアマリンクリスマス

生き物のぬいぐるみで飾ったアクアマリンツリー
の展示に体験イベントも。12/24、25 にはクリスマス
ナイトも（~19:00）。9:30~17:00（12/1 から 16:30） 

ΞΫΞϚϦϯ;͘͠· いわき市খ໊඿字ୢາ町 �0

生誕110年傑作誕生・佐藤忠良

いわき市ཱඒज़ؗ いわき市平字ಊࠜ町���

　戦後日本の具象彫刻を代表する作家・佐藤忠良の生誕１１０年に
合わせ、３つの傑作に焦点を当てた企画展。9:30 ～ 17:00。

Ұൠ1
000ԁ
02�6�2��1111→12/18

　いわき市・双葉郡の風景を描いた作品と詩、「安
寿と厨子王物語」絵本原画を展示。グッズ販売も。
9:00 ～ 17:00。12/21、1/1、18 は休館。

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙ؗ いわき市໪དྷ町ؔా௕୔6�1

ཡແྉ؍
02�6�6��616611/29→1/3

“君ヲ迎エル詩”
金澤裕子絵画展

動乱の中の猪狩家
～戦国時代の岩城氏家臣～

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙ؗ いわき市໪དྷ町ؔా௕୔6�1

　岩城氏の家臣で、楢葉町が拠点の猪狩家がテーマ。伊達政宗の礼
状など貴重な史料も。9:00 ～ 17:00。12/21、1/1、18 は休館。

Ұൠ��0ԁ
02�6�6��6166 →2/14
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世界の一杯

ボ
ジ
ョ
レ
ー
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
季
節

を
迎
え
た
も
の
の
、
今
年
は
円
安
に
加

え
て
輸
送
費
の
高
騰
で
、
例
年
と
比
べ

る
と
値
上
げ
の
傾
向
が
。
気
軽
に
飲
め

る
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

趣
向
を
変
え
て
、
同
じ
価
格
帯
な
ら
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
で
は
な
い
ボ
ジ
ョ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
お
さ
ら
い
と
し
て
、
ボ
ジ
ョ

レ
ー
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
ボ
ジ
ョ
レ
ー
地
区
で
、
そ
の
年
に
収

穫
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
で
造
る
新
酒
ワ
イ
ン

で
す
。「
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
が
新
酒
を
意

味
し
ま
す
。
ブ
ド
ウ
品
種
は
ガ
メ
イ
。

イ
チ
ゴ
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
バ
ナ
ナ
の
よ

う
な
香
り
が
特
徴
で
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

で
軽
や
か
な
口
当
た
り
。
早
熟
な
ガ
メ

イ
は
パ
ワ
ー
が
無
い
の
で
長
期
熟
成
に

は
向
か
な
い
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
が
、
近
年
、
長
期
熟
成
も
可

能
な
高
品
質
の
ガ
メ
イ
ワ
イ
ン
が
注
目

まさにガメイの概念が変わる、
おすすめの一本。

－ 68－
・ヌーヴォー
じゃないボ
ジョレー

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
42歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

中
で
も
私
の
お
す
す
め
は
、
あ
の
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
名
門
ル
イ
・
ジ
ャ
ド
の

独
立
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
造
る
『
シ
ャ
ト
ー

・
デ
・
ジ
ャ
ッ
ク

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・

ガ
メ
イ
２
０
１
８
』（
写
真
）。
紫
が
か

っ
た
濃
縮
感
の
あ
る
ル
ビ
ー
。
香
り
は

木
イ
チ
ゴ
、
プ
ラ
ム
。
は
っ
き
り
し
た

骨
格
を
感
じ
る
味
わ
い
で
、
控
え
め
な

甘
み
、
角
の
と
れ
た
酸
味
。
ま
た
、
樽

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ

ま
す
。
ま
る
で
上
質
な
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
の
よ
う
。
本
当
に
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の

高
い
ワ
イ
ン
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
く

だ
さ
い
ね
。

長
期
熟
成
で
き
る
ガ
メ
イ
に
注
目

令
和
３
年
12
月
17
日
午

前
10
時
15
分
ご
ろ
、
大
阪

市
北
区
に
あ
る
「
西
梅
田

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
放
火
に
よ
る

殺
人
事
件
が
発
生
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
内
に
い
た
患
者
ら

26
人
の
う
ち
25
人
が
死

亡
。
そ
の
放
火
犯
人
で
意

識
不
明
の
重
体
だ
っ
た
谷

本
盛
雄
（
61
）
が
30
日
、

入
院
先
の
病
院
で
死
亡
し

た
。
警
察
は
同
容
疑
者
が

計
画
的
に
大
量
殺
人
を

図
っ
た
の
だ
が
、
容
疑
者

死
亡
の
た
め
、
不
起
訴
と

し
た
。
関
係
者
の
身
内
は

「
こ
れ
で
動
機
も
わ
か
ら

な
く
な
り
、
25
人
も
の
命

を
奪
っ
た
罪
も
償
わ
せ
ら

れ
な
い
。
も
し
容
疑
者
に

自
殺
願
望
が
あ
っ
た
の
な

ら
、
思
い
通
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
、
腹
立

た
し
い
」
と
憤
り
を
に
じ

ま
せ
た
。

し
か
し
心
配
す
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
肉

体
が
な
く
な
っ
て
も
霊
体

と
魂
は
残
り
、
霊
界
に
移

行
し
て
第
二
の
人
生
を
送

る
様
、
自
然
の
摂
理
に
よ

り
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。
霊
界
に
あ
る
診
療

所
で
心
の
ケ
ア
を
受
け
、

親
和
性
の
法
則
に
よ
り

各
々
の
性
格
に
合
っ
た
霊

団
に
送
ら
れ
、
気
の
合
っ

た
霊
人
た
ち
と
の
楽
し
い

日
々
が
待
っ
て
い
る
の
で

す
。
一
方
大
罪
を
犯
し
た

谷
本
は
地
獄
界
で
も
最
下

層
の
兇
霊
の
世
界
で
同
じ

よ
う
な
極
悪
非
道
の
霊
人

た
ち
と
お
互
い
に
殺
し
合

う
等
、
永
遠
に
地
獄
の
責

め
苦
を
負
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
谷
本
は
同
市
内

で
板
金
工
場
を
営
む
家
庭

で
生
ま
れ
、
中
学
生
時
代

は
目
立
た
ず
い
つ
も
孤
独

で
友
達
の
輪
に
入
ら
ず
、

単
独
行
動
が
多
か
っ
た
。

高
校
卒
業
後
、
長
兄
の
も

と
で
板
金
工
と
し
て
働
い

て
い
た
こ
ろ
、
一
人
で
や

る
タ
イ
プ
で
他
人
か
ら
干

渉
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、

ち
ょ
っ
と
注
意
さ
れ
る
と

怒
る
短
気
な
性
格
だ
っ

た
。
20
代
前
半
、
結
婚
し

２
人
の
息
子
を
授
か
っ
た

が
父
親
が
死
ん
で
か
ら
人

格
が
変
わ
り
、
酒
が
入
る

と
う
っ
憤
の
は
け
口
が
妻

に
向
か
う
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
、
喧
嘩
が
絶
え
ず

離
婚
し
た
。
そ
れ
か
ら
飲

酒
や
競
馬
に
貯
蓄
を
つ
ぎ

込
ん
で
自
堕
落
な
生
活
を

送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼

は
自
分
本
位
で
人
と
の
接

点
を
嫌
い
、
孤
独
を
好
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
人
と
の

交
流
を
通
し
て
培
う
思
い

や
り
や
優
し
さ
等
の
霊
的

心
が
芽
生
え
ず
、
人
間
を

物
質
的
と
と
ら
え
、
冷
徹

な
低
級
霊
と
化
し
て
い
っ

た
。
以
前
に
も
家
族
と
無

理
心
中
を
図
り
、
懲
役
４

年
の
判
決
を
受
け
て
い
る

が
反
省
す
る
ど
こ
ろ
か
ま

す
ま
す
世
間
を
憎
み
、
罪

の
な
い
人
々
を
道
連
れ
に

大
量
殺
人
を
計
画
し
、
実

行
し
た
。
彼
は
霊
界
に
行

き
反
省
心
が
芽
生
え
、
地

獄
か
ら
抜
け
出
す
に
は
犠

牲
者
一
人
ひ
と
り
探
し
出

し
謝
罪
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
罪

が
重
い
の
で
す
。
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界

・月光仮面。今でも永遠のヒーローです。60年ぐ
　らい前、近所の子たちと一緒に月光仮面の真似
　をして日が暮れるまで空地で遊んだものでした。
　　　　　　　　　　（男性・68歳・自由ケ丘）
・柔道の故斉藤仁。憧れ。（男性・41歳・相馬）
・年上のいとこ。数年しか違いませんが、大人に
　感じました。　　　　　　（女性・40歳・泉）
・月光仮面。力道山など正義、強い人に憧れてい
　ました。　　　　　　　（男性・81歳・石森）
・ドラえもん。こんな時ドラちゃんだったらどん
　な道具が出てくるかななんて考えちゃうから。
　ミッキーマウス。私の心をキラキラ楽しませて
　くれるから。　　　　　（女性・46歳・南台）
・ウルトラマン。悪を懲らしめ、世のため人のた
　めに活躍する姿がかっこよかったから。
　　　　　　　　　　　　　（女性・64歳・平）

・おじいちゃん。歯をむき出しにして襲ってきた
　野犬に折り畳み傘で戦って勝利し、当時小学生
　の私の事を守ってくれたから。
　　　　　　　　　　　　（女性・53歳・四倉）
・15歳で常磐交通に入社。初めての乗車でいろい
　ろと面倒をみていただきました。そのおかげで
　10年務めました。その時の運転手さんと先輩に
　感謝です。　　　　　　（女性・78歳・常磐）
・炭坑夫の父は仕事が終わると真っ黒い顔をして
　坑内から上がってきました。その父の顔が誇ら
　しくて大好きでした。　（男性・67歳・常磐）
・ウルトラマン。強かったから。
　　　　　　　　　　　　　（女性・61歳・平）
・大きくて強い相手を空手チョップで倒す力道山
　が私のヒーローです。　（男性・74歳・内郷）

ʲςʔϚʳ
ʹͷ͋ͳͨࠒͲ΋ͷࢠ
ͱͬ ͯώʔϩʔ͸ͩΕ 

・赤毛のアン。たくましく生きていきいきして魅
　力的で、そんな人になりたかった。
　　　　　　　　　　　　　（女性・74歳・平）
・スーパーマン。別人になり、何でもできる。
　　　　　　　　　　　　　（女性・70歳・泉）
・鉄腕アトム。悪者をこらしめてたから。
　　　　　　　　　　　　（女性・64歳・常磐）
・鮎原こずえ。「アタックナンバーワン」が流行
　って小さいのにバレー部に入りました。
　　　　　　　　　　　　（女性・64歳・内郷）
・長嶋茂雄、野球少年。（男性・72歳・桜ケ丘）

の読者声

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

☟☠☟

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
の
連
載
で
は
、

TikTok

の
投
稿
方
法
の

1
つ
、
フ
ォ
ト
モ
ー
シ
ョ

ン
機
能
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

TikTok

の
投
稿
で
は
、

TikTok

に
投
稿
さ
れ
た

動
画
の
投
稿
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
動
画
だ
け

で
は
な
く
、
写
真
の
み

を
使
用
し
て
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
形
式
でTikTok

に
投
稿
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

投
稿
の
手
順
を
説
明
し

ま
す
。

手
順
１
．TikTok

の
ア

プ
リ
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

手
順
２
．
画
面
下
部
の+

マ
ー
ク
を
タ
ッ
プ
。

手
順
３
．
画
面
下
部
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
フ
ォ
ト
モ
ー

シ
ョ
ン
を
タ
ッ
プ
。

手
順
４
．
た
く
さ
ん
の
テ

ン
プ
レ
ー
ト
が
出
ま
す
の

で
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
選

択
。

手
順
５
．
テ
ン
プ
レ
ー
ト

に
よ
っ
て
必
要
な

写
真
の
枚
数
が
違

い
ま
す
の
で
写
真

を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ

し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
入
っ
て

い
る
写
真
か
ら
希

望
の
写
真
を
選
び

ま
す
。
選
ん
だ
順

番
に
写
真
が
流
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
動
画
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
順
番
を
選
択
し

て
下
さ
い
。

手
順
６
．
写
真
の
選
定
が

終
わ
る
と
編
集
画
面
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
画
面
右
側

に
、
テ
キ
ス
ト
・
ス
テ
ッ

カ
ー
・
エ
フ
ェ
ク
ト
・
フ
ィ

๛෋ͳςϯϓϨʔτΛ͍࢖ɺࣸਅ͔Β
͋ͬͱ͍͏ؒʹૉఢͳಈը౤ߘͰ͖Δ

ル
タ
ー
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

設
定
・
補
正
と
全
部
で
6

種
類
の
ボ
タ
ン
が
表
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
各
ボ
タ
ン

を
選
ぶ
ご
と
で
、
動
画
に

文
字
や
絵
文
字
を
入
れ
た

り
な
ど
動
画
の
編
集
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

手
順
７
．
次
の
画
面
で
文

章
を
入
力
し
投
稿
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
手
順
に
よ
っ
て

写
真
だ
け
を
使
っ
て
動
画

作
成
が
可
能
で
す
。
歌
詞

付
き
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が

あ
っ
た
り
と
種
願
が
と
て

も
豊
富
で
す
。

写
真
だ
け
で
素
敵
な
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
動
画

が
あ
っ
と
い
う
間
に
作
成

で
き
ま
す
の
で
、
動
画
編

集
に
慣
れ
て
い
な
い
方
や

短
時
間
で
動
画
を
作
り
た

い
人
に
と
っ
て
フ
ォ
ト

モ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
便

利
な
機
能
で
す
の
で
ぜ
ひ

使
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の趣味
や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族と情報交
換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

ͻ͞ͷɾま͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰͍߹Θͤ

‎
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個処からセレクション ご予約はお早めに！

年末年始パーティー♪特集年末年末年末年末年末年末年末年始年始年始年始年始年始年始年始パーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティーー♪♪♪特特特
ҙࣝͯ͠Έ·ͤΜ ʁ͔ɹ৯඼ϩスݮ࡟΁ͷऔΓ૊Έ

ɹɹɹɹɹɹɹҾ͖ଓ͖ײછ঱ରؾʹࡦΛ෇͚ɺ

ɹɹɹɹɹɹɹָ͍͠ձ৯Λ 

年末年末年末年末年末
ҙࣝͯ͠Έ·ͤΜ ʁ͔ɹ৯඼ϩスݮ࡟΁ͷऔΓ૊Έ

ɹɹɹɹɹɹɹҾ͖ଓ͖ײછ঱ରؾʹࡦΛ෇͚ɺ

ɹɹɹɹɹɹɹָ͍͠ձ৯Λ 

個処からセレクション

年末年末年末年末年末年末年末年末

創業38周年の名店。宴会コースに飲み放題も好評。
　
創
業
��
周
年
を
迎
え
た

同
店
は
、
創
業
以
来
食
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

職
人
の
心
と
技
に
よ
る

「
ほ
ん
も
の
の
味
」を
追
求

し
続
け
、
豊
洲
を
は
じ
め

全
国
各
地
か
ら
仕
入
れ
た

新
鮮
な
魚
介
類
を
使
っ
た

お
寿
司
と
季
節
料
理
を

「
田
村
」の
味
と
し
て
提
供

し
て
い
る
。

　
忘
新
年
会
宴
会
プ
ラ
ン

は
、
４
４
０
０
円
〜
６
６

０
０
円
の
４
コ
ー
ス
を
用

意
し
て
い
る
。
４
９
５
０

円
以
上
の
コ
ー
ス
は
１
人

１
9
8
０
円
プ
ラ
ス
で
２

時
間
飲
み
放
題
に
も
で
き

る
。
価

格
は
税

込
み
。

少
人
数

か
ら
受

け
付
け

て
い
る
。

͢͠ాଜͷ๨৽೥ձ

Ӧؒ࣌ۀ
ன �����ʙ�����
໷ �����ʙ�����ʢ-0ʣ
いわき市ฏࣈૡ௤খ࿏14-16
TEL（0246）
 21-1345

いわき駅
駅
前
大
通
り

ラトブ
レ
ン
ガ
通
り

清
水
医
院

���

4,400ԁ（੫ࠐ）

4,950ԁ（੫ࠐ）

5,500ԁ（੫ࠐ）

6,600ԁ（੫ࠐ）

プラス

も好評。
　
創
業
��
周
年
を
迎
え
た

同
店
は
、
創
業
以
来
食
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

職
人
の
心
と
技
に
よ

プラスプラスプラスプラス
1,980円（税込）

も好評。
　
創

同
店
は
、
創
業
以
来
食
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

職
人
の
心
と
技
に
よ

1,9801,9801,9801,9801,9801,9801,9801,9801,980円（税込）円（税込）円（税込）円（税込）円（税込）円（税込）

2時間！飲み
放題

自慢の料理で「おもてなし」。「忘年会お持ち帰り弁当」も好評。

いわき駅

　
江
戸
末
期
創
業
の
老
舗

割
烹
料
亭
の
同
館
で
は
、

吟
味
さ
れ
た
い
わ
き
の
山

海
で
採
れ
た
新
鮮
な
食
材

を
使
い
、
季
節
を
感
じ
る

旬
の
味
わ
い
で
「
お
も
て

な
し
」
し
て
い
る
。

　
完
全
個
室
で
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
の

消
毒
の
徹
底
、
さ
ら
に
要

望
に
よ
り
テ
ー
ブ
ル
上
に

透
明
な
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
対
策
も
万
全
だ
。
忘
年

会
の
代
わ
り
に
ち
ょ
っ
と

豪
華
な
仕
出
し
弁
当
を
届

け
る
「
忘
年
会
お
持
ち
帰

り
弁
当
」

も
好
評

だ
。
税

込
３
千

円
か
ら

３
種
類

が
あ
る
。

いわき市ฏࣈେ町43
TEL0246-25-2733別館

͸ ͳつ き ͔ ͝

割烹料亭

いわき市ฏࣈେ町33
TEL0246-23-3104 

ラ
ト
ブ

駅
前
大
通
り

十五町目交差点

郵便局
消防署

大東
銀行

���

料理自慢の宿!リーズナブルな宴会料理付き宿泊プランも好評！
　
創
業
１
０
０
年
余
の
老

舗
旅
館
「
昌
龍
館
」
は
、

料
理
自
慢
の
宿
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。

　
宴
会
も
好
評
で
、
手
頃

な
料
金
で
海
の
幸
と
季
節

の
料
理
を
味
わ
え
る
。
宴

会
料
理
は
１
人
５
千
円

（
税
別
・
飲
み
物
別
）
か

ら
。
料
理
内
容
や
予
算
の

相
談
に
も
応
じ
る
。
呑
ん

だ
後
に
そ
の
ま
ま
泊
ま
れ

る
宴
会
料
理
付
き
宿
泊
プ

ラ
ン
も
好
評
だ
。
自
慢
の

宴
会
料
理
に
宿
泊
と
朝
食

が
付
い
て
１
人
１
万
円

（
税
別
・
飲
み
物
別
）か
ら
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確

保
や
消

毒
、
換

気
な
ど

コ
ロ
ナ

対
策
も

万
全
。

平中央
自校

マルト

国道６号

小島バイパス
中央署

尼
子
橋 新川

やすらぎと࢛قのࢻ

TEL（0246）
26-3684

しょう    りゅう    かん

いわき市಺ڷখౡ町
ఱノా4�

旧
尼
子
橋

老舗のバーで　至福のひとときを
　
創
業
��
年
、
積
み
重
ね

た
歴
史
と
確
か
な
味
。
豊

富
に
取
り
そ
ろ
え
た
ワ
イ

ン
や
モ
ル
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
カ

ク
テ
ル
と
、
お
酒
に
合
わ

せ
た
料
理
が
楽
し
め
る
。

　
お
ひ
と
り
様
、
少
人
数

で
の
ご
利
用
を
は
じ
め
、

記
念
日
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
に
合
わ
せ
た
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
（
１
人

５
千
円
〜
）
の
予
約
も
受

け
付
け
て
い
る
。
予
算
・

コ
ー
ス
内
容
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

　
老
舗
バ
ー
な
ら
で
は
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、

ご
家
族

や
ご
友

人
た
ち

と
至
福

の
ひ
と

と
き
を

ʜ

。

いわき駅
駅
前
大
通
り

銀
座
通
り

レ
ン
ガ
通
り
常陽銀行

ラ
ト
ブ

清水
医院

老舗のバーで　至福のひとときを
　
お
ひ
と
り
様
、
少
人
数

で
の
ご
利
用
を
は
じ
め
、

記
念
日
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
に
合
わ
せ
た
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
（
１
人

５
千
円
〜
）
の
予
約
も
受

け
付
け
て
い
る
。

コ
ー
ス
内
容
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

　
老
舗
バ
ー

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、

ご
家
族

や
ご
友

人
た
ち

と
至
福

の
ひ
と

と
き
を

ʜ

。

ΫϦスϚスίースྉཧɹ
ɹɹϖΞϦンάϫイン（シϟンύンɺനɾ੺ϫイン֤Ұഋͣつ）
ਓ̍̍ ສԁ（੫ผ）ɹ˞ཁ༧໿

ି੾ύーテΟーFUD���4ʙ60໊༷༧໿ঝΓ·͢ɻ

Christmas dinner

老舗のバーで　至福のひとときを

（シϟンύンɺനɾ੺ϫイン֤Ұഋͣつ）

Christmas dinner։࠵

いわきࢢฏాࣈொùĀ ú'
ὸ������������
Ӧۀ �����ʙ�����
　     ೔༵ɾॕ೔ఆٳ
೥຤೥࢝͸ɺ
��೔ɺ�݄�೔ళٳ
݄̍̎ ೔ΑΓ௨ৗӦۀ

ガスライト

（シϟンύンɺനɾ੺ϫイン֤Ұഋͣつ）
ਓ̍̍ ສԁ（੫ผ）ɹ˞ཁ༧໿

ି੾ύーテΟーFUD���4ʙ60໊༷༧໿ঝΓ·͢ɻ

Christmas dinner
（シϟンύンɺനɾ੺ϫイン֤Ұഋͣつ）（シϟンύンɺനɾ੺ϫイン֤Ұഋͣつ）

ਓ̍̍ ສԁ（੫ผ）ɹ˞ཁ༧໿
ି੾ύーテΟーFUD���4ʙ60໊༷༧໿ঝΓ·͢ɻି੾ύーテΟーFUD���4ʙ60໊༷༧໿ঝΓ·͢ɻ

Christmas dinnerChristmas dinner։࠵։࠵Christmas dinner։࠵Christmas dinnerChristmas dinner։࠵Christmas dinnerChristmas dinnerChristmas dinnerΫϦスϚスデΟφー

老舗のバーで　至福のひとときを

ΫϦスϚスίースྉཧɹ
ɹɹϖΞϦンάϫイン（シϟンύンɺനɾ੺ϫイン֤Ұഋͣつ）
ਓ̍̍ ສԁ（੫ผ）ɹ˞ཁ༧໿

ି੾ύーテΟーFUD���4ʙ60໊༷༧໿ঝΓ·͢ɻ

Christmas dinnerChristmas dinnerΫϦスϚスデΟφーChristmas dinner12 2݄3ɺ24೔

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で
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いわ͖ຽ報;るさとग़൛文Խ৆作品ื集
いわき民報社は平成18年、創刊60周年を記念し、「いわき民報ふるさと出版文化
賞」を創設しました。いわき市内在住者および通勤・通学者の出版物を顕彰するの
が目的ですが、平成23年は震災のため延期。今回は令和３年９月１日から令和４年
８月31日までに出版された、小説・詩・短歌・俳句・川柳などの文芸、調査・研究
・報告・記念誌などの記録、伝記・随筆・その他の出版物が対象になります。応
募期間は９月１日から11月30日（必着）までで、郵送するかいわき民報本社まで
持参してください。

自薦、 他薦を問わない。 応募出版物を２部提出。 別紙に著
作者、 出版社（者）、  推薦者、それぞれの住所・氏名・性別・
職業・生年月日・電話番号を記し添付する。 様式は自由

　 ৆
最優秀賞1点（賞状および副賞10万円）・ 優秀賞2点（賞状
および副賞5万円）・ 特別賞1点（賞状および副賞3万円）

応募出版物は返却しない。 問い合わせは応募先に同じ
そ の ଞ

〒971－8131  いわき市常磐上矢田町叶作13－3 ２階
株式会社いわき民報社「いわき民報ふるさと出版文化賞」
係＝電話０２４６（38）7171

˕　　　　　　˕
฻Β͠
　ͷ஌ܙ

友
人
や
知
人
の
グ
ル
ー

プ
で
会
食
す
る
時
の
幹
事

役
は
、
店
を
予
約
し
て
メ

ン
バ
ー
に
通
知
す
る
と
こ

ろ
ま
で
が
役
割
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。も
ち
ろ
ん
、

職
場
な
ど
で
の
大
き
な
宴

会
で
は
な
い
の
で
、
自
分

が
楽
し
め
な
い
ほ
ど
気
を

使
う
必
要
は
な
い
の
で
す

が
、
解
散
す
る
と
こ
ろ
ま

で
が
幹
事
の
務
め
と
心
得

ま
し
ょ
う
。

当
日
は
予
定
時
刻
よ
り

も
早
め
に
到
着
す
る
よ
う

に
し
ま
す
。
先
に
席
に
案

内
さ
れ
て
待
つ
と
き
は
、

下
座
の(

出
口
に
最
も
近

い)

席
で
待
ち
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
に
招
待
者
や
目
上

の
人
が
い
る
場
合
は
、
入

り
口
の
前
か
、
前
室
な
ど

の
ス
ペ
ー
ス
で
待
ち
、
相

手
を
出
迎
え
ま
し
ょ
う
。

数
名
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
っ
て
も
、
会
計
は
幹
事

が
ま
と
め
て
行
う
方
が
ス

マ
ー
ト
で
す
。
当
日
各
自

か
ら
集
め
る
場
合
は
、
お

釣
り
を
出
せ
る
よ
う
に
千

円
札
や
小
銭
を
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
招
待
者

が
い
る
場
合
は
、
見
え
る

と
こ
ろ
で
の
お
金
の
や
り

取
り
は
控
え
ま
す
。

・
会
食
の

　
　
　
幹
事
役

けすんとゆうこ牛のイラスト：Tayo

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ス
ポ
ッ
ト
に
お
で
か
け
！
今
月
は

勿
来
関
。み
な
さ
ん
も
一
緒
に

お
で
か
け
し
ま
し
ょ
う
♪

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ス
ポ
ッ
ト
に
お
で
か
け
！
今
月
は

勿
来
関
。み
な
さ
ん
も
一
緒
に

お
で
か
け
し
ま
し
ょ
う
♪

ゆうこと
けすんの

けすんとゆうこ牛のイラスト：Tayo

ス
ポ
ッ
ト
に
お
で
か
け
！
今
月
は

ス
ポ
ッ
ト
に
お
で
か
け
！
今
月
は

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ゆ
う
こ
＆
け
す
ん
が
表
紙
の
絵
の

ゆ
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ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
65
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

♪
メ
ダ
カ
の
き
ょ
う
だ
い
は
タ
ラ
イ
の
な
か
〜
…

大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
る
？
▼
５
月
、
団
地
の
Ｅ

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
13
〜
14
匹
が
卵
を
産
ん
で
数

百
匹
に
増
え
た
。
今
は
タ
ラ
イ
の
中
で
た
の
し
そ
う

に
泳
い
で
い
る
が
、
大
き
く
な
っ
た
ら
あ
〜
せ
ま
く

る
し
く
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
♪
メ
ダ
カ
〜
の
学

校
〜
は
タ
ラ
イ
の
な
か
〜
。
で
、「
メ
ダ
カ
の
分
校
」

を
開
設
し
て
く
れ
る
人
に
シ
ェ
ア
（
分
か
ち
合
い
）

す
る
こ
と
に
し
た
。
▼
磐
中
そ
ば
Ｙ
分
校
が
第
一
号

で
、（「
も
う
す
こ
し
欲
し
い
！
」）
と
い
う
奥
さ
ん

に
今
日
、
２
度
目
の
配
送
を
し
た
。
▼
水
合
わ
せ
を

し
て
い
る
間
、
す
す
め
ら
れ
た
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
私
が
言
っ
た
。「
こ
う
し
て
、
メ
ダ
カ

を
見
て
い
る
と
、
ナ
ン
カ
癒
さ
れ
ま
す
ね
」「
そ
う

ね
孫
た
ち
に
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
喜
ん

で
い
た
は
！
」
Ｙ
さ
ん
が
続
け
た
。「
そ
ん
な
時
は
、

お
父
さ
ん
が
作
っ
た
門
の
下
に
置
い
た
ん
だ
け
ど
、

梅
の
木
の
葉
っ
ぱ
や
花
び
ら
が
落
ち
て
掃
除
が
…

ね
!?
」
▼
飼
い
方
や
容
れ
物
の
置
き
場
所
な
ど
見
た

り
聞
い
た
り
、
お
互
い
の
経
験
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら

15
〜
16
分
、
Ｙ
さ
ん
ご
自
慢
の
キ
ュ
ー
リ
の
漬
物
を

お
土
産
に
い
た
だ
い
て
門
を
出
た
。
▼
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
「
ド
ー
モ
…
」

車
の
後
ろ
で
ダ
ン
ナ
さ
ん
が
大

工
仕
事
を
し
て
い
た
。「
何
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

…
外
壁
材
で
す
ね
」
「
…
ア
ッ
ソ
ウ
カ
！
イ
ッ
ス
ン
か
」
私

の
問
に
応
え
る
こ
と
な
く
ダ
ン
ナ
さ
ん
は
材
の
板
に

線
引
き
を
し
て
い
る
。（
職し

ょ
く
に
ん
か
た
ぎ

人
気
質
？
）
私
は
結
果

を
見
る
べ
く
見
学
を
続
け
た
。
時
々
、
鼻
歌
を
聴
き

な
が
ら
。
▼
部
材
を
持
っ
て
ダ
ン
ナ
さ
ん
が
ガ
レ
ー

ジ
の
奥
の
温
室
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、「
こ
う
し
て

お
く
と
し
た
が
腐
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
部
材
と
基

礎
の
角
材
の
下
に
敷
き
入
れ
た
。（
了
解
！
）

Ｙ
分
校
に
て

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜
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ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
65
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

〈
読
売
新
聞
家
庭
版
〉
に
面
白
い
随
筆
が
載
っ
て

い
た
。
筆
者
が
中
学
生
の
前
で
話
し
た
こ
と
な
の
だ

が
…
▼
「
皆
さ
ん
は
目
に
見
え
な
い
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
１
枚
ず
つ
持
っ
て
い
ま
す
。『
テ
ス
ト
で
い
い

点
数
を
と
る
』『
運
動
の
記
録
を
の
ば
す
』『
楽
器
の

演
奏
が
上
達
す
る
』『
か
っ
こ
い
い
パ
ー
カ
ー
を
着

て
い
る
』
…
。
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
う
ら
や
ま
し
い
こ

と
が
同
級
生
や
友
だ
ち
に
起
こ
っ
た
ら
、
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
よ
ろ
こ
ぶ
と
い
い
で
す
よ
。
そ
れ
が
で
き

た
ら
、
あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に

ひ
と
つ
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
ま
す
」（
略
）「
と
も
か

く
『
お
め
で
と
う
』『
よ
か
っ
た
ね
』
と
言
え
た
ら

ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
ま
す
」（
略
）「
ま
ず
、
言
う
こ

と
が
大
切
。ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
、ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
こ
ろ
、
あ
な
た
自
身
に
も

同
じ
よ
う
な
い
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
よ
」
▼
「
こ

れ
か
ら
ゲ
ー
ム
を
や
る
ぞ
！
」
私
が
言
っ
た
。「
お

前
が
、
人
の
成
功
を
喜
ん
だ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
い

い
こ
と
を
し
た
ら
、
オ
レ
が
持
っ
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
に
加
点
す
る
。
1
0
0
点
た
ま
っ
た
ら
、

何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
」「
な
に
？
よ
く
わ
か

ん
な
い
け
ど
…
？
」
と
家
内
。「
と
に
か
く
オ
レ
が

お
前
を
観
察
し
て
い
て
『
い
い
感
じ
！
』
と
思
っ
た

ら
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
」「
ふ
う
ー
ん

…
で
、プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
も
ら
え
る
の
？
」「
ま
っ
！

そ
れ
は
満
点
に
な
っ
た
と
き
の
お
楽
し
み
！
」
▼

と
い
う
こ
と
で
、
初
日
、「
マ
ル
ト
で
、
ワ
ゴ
ン
に

置
き
忘
れ
て
あ
っ
た
パ
ン
を
レ
ジ
に
届
け
た
…
10

点
！
」「
ス
マ
ホ
、
使
っ
た
ら
必
ず
充
電
し
と
い
て

よ
！
…
語
尾
を
〝
ね
〞
に
変
え
て
優
し
く
言
っ
た
…

５
点
！
」「
オ
レ
が
置
き
忘
れ
た
新
聞
の
在
り
処
を

優
し
く
教
え
て
く
れ
た
…
５
点
！
」。合
計
25
点
也
！

目
指
せ
！
満
点

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜
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Let's Cook
レシピ紹介

豆腐と卵をのせて豚肉と野菜の炒め物

【材料２人分】豚肩ロース薄切り肉
１６０㌘、キュウリ２分の１本、絹
豆腐２分の１丁、チンゲン菜２分の
１株、パプリカ（赤と黄）各４㌢角、
卵２個、サラダ油大さじ２、塩、酒
各少量。ネギたれ＝長ネギ２０㌢、
レモン汁大２、ごま油大２分の１、塩、
コショウ各小３分の１

　豚肉と野菜を炒めた後、豆腐
と卵をのせた一品。ネギたれで
さっぱりと仕上げる。

　①豚肉は酒をふり、炒めやす
いようにほぐしておく。キュウ
リは縦半分に切ってから斜め薄
切りにする。絹豆腐は水気を
切って小割りにする。チンゲン
菜は、茎はそぎ切り、葉先は５
㌢に切る。パプリカは５㍉角に
切る。卵はよく溶き、塩とコショ
ウを少量加えて混ぜる。
　②ネギをみじん切りにしてボ
ウルに取り、レモン汁、ごま油、
塩、コショウをよく混ぜ、ネギ

たれを作る。
　③フライパンに油大さじ１を
熱して（煙がたたない程度）、
卵と豆腐を加えて素早く混ぜ炒
める。豆腐と卵がつぶれないよ
うにふんわりとまとめて器に取
る。
　④フライパンに油大さじ１を
温め、肉が付かないように炒め
る。豚肉が白くなったらキュウ
リ、チンゲン菜、パプリカを加
え、歯触りが残るくらいに中火
で炒める。
　⑤器に④を盛り、③の豆腐と
卵をのせてネギたれを回しかけ
る。 豚肉と野菜の炒め物
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「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
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熊
谷
寺

平子正子さん（খ໊඿ॅࡏ）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉʹͯ
ʵ̔ʵ

いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͖͞૳

社会福祉法人    いわき厚生会
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660
FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
●施設入所        ●通所リハビリテーション
●ショートステイ ●訪問リハビリテーション

౳ͷαʔϏεΛঝっておΓます
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 在宅訪問診療応じます

（順不同）

44-5367（マルト浅貝店そば)

おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

墨と水の世界墨と水の世界
ਫ๽ըࢣߨࣨڭɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　以前、大阪に居る息子から、一人娘の「花乃穂」がテレ

ビに出たよと言って動画を送ってくれたことがあった。バ

ラエティー番組での 2019 年の出来事ということで、６歳

の保育所の女の子が、英検準２級に受かった話だった。普

通、高校生が受かる程度らしく、珍しいことではあるが、

友達と二人が受かったらしい。孫は、その子と一緒に砂場

で遊んでいたが、「この子は２回目で受かったのよ。私は

１回だったけど」と記者にネタばらしをしてしまった。子

供のことだから悪気はない会話だが、孫の活躍がうれしい

反面、少々気になる話だった。

佰
拾
九
孫

初
冬

個処からみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「唄う」「月」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』で
　のみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。

☎0246（38）7171
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　〒971‐８１３１
　いわき市常磐上矢田町叶作13-3
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ
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今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

正
解
者
の
中
か
ら
10
人

に
、「
パ
ン
焼
き
小
屋
・

む
ぎ
風
船
」（
い
わ
き
市

常
磐
上
湯
谷
屋
町
）
で
使

え
る
５
０
０
円
商
品
券
1

枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。地

域
の
人
た
ち
に
愛
さ

れ
る
町
の
パ
ン
屋
さ
ん
と

し
て
、
飽
き
の
来
な
い
小

麦
本
来
の
風
味
を
引
き
出

し
た
食
パ
ン
や
菓
子
パ

øø
月
号
の

　
　
当
選
者

後
藤
さ
や
か
さ
ん
（
泉
）

津
野
博
亮
さ
ん（
相
馬
市
）

中
野
忠
行
さ
ん
（
石
森
）

ン
、
総
菜
パ
ン
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

当
選
者
に
は
、
商
品
券

と
し
て
使
え
る
は
が
き
を

郵
送
い
た
し
ま
す
。

 
 

希
望
者
は
は
が
き
に
、

���ԁ঎඼݊
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プレゼントはこちらのお店で
使える商品券

①
ク
イ
ズ
の
答
え
②
今
年

１
年
の
印
象
的
な
出
来
事

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
12
月
８
日
ま
で

編
集
室
（
下
記
参
照
）
へ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

10
名様

こ
と
。

５

洗
濯
を

意
味
す
る
英

語
。
ド
ラ
イ

〜
。

11

中
耳
炎

や
へ
ん
と
う

炎
は
耳
鼻
〜

科
で
治
療
し

ま
す
。

13

フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
が
本

場
。
高
温
の

室
内
で
汗
を

か
く
部
屋
。

16

納
豆
の

生
産
で
知
ら

れ
る
茨
城
県

の
県
庁
所
在

地
は
？

険
、
〜
年
金
。

２

以
前
は
水
銀
式
。
現

在
は
電
子
式
が
ほ
と
ん

ど
。

３

稲
に
発
生
す
る
〜
病

は
凶
作
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

４

Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
悪
玉
〜
の

18

ヤ
リ
、
ア
オ
リ
、
ケ

ン
サ
キ
と
い
え
ば
こ
の
海

の
生
物
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

過
去
に
ウ
イ
ル
ス
感

染
し
た
か
ど
う
か
を
調
べ

る
〜
検
査
。

４

内
耳
と
外
耳
を
隔
て

る
薄
い
膜
の
こ
と
。

６

暴
飲
暴
食
や
ス
ト
レ

ス
な
ど
で
不
快
に
感
じ
る

胃
の
症
状
。

７

鳩
尾
、
水
月
と
も
呼

ば
れ
る
お
な
か
の
上
に
あ

る
く
ぼ
み
。

８

動
き
が
遅
い
こ
と
。

〜
フ
ー
ド
、
〜
ダ
ウ
ン
。

９

南
米
で
飲
ま
れ
る
〜

茶
は
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含

む
と
か
。

10

こ
れ

を
見
る
と

時
間
が
分

か
り
ま
す

ね
。

12

屋
外

に
設
置
さ

れ
た
〜
風

呂
は
温
泉

の
楽
し
み

の
一
つ
。

14

〜

マ
ッ
ス
ル

は
体
の
深

部
に
あ
る

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
た

ら
Ａ
〜
Ｇ
を
つ
な
げ
て
答

え
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ヒ
ン
ト
・

ク
リ
ミ
ア
の

天
使
と
呼
ば
れ
ま
し
た
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

〜
宿
舎
、
〜
健
康
保
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�

� �

�

�� ��

�� ��

�� �� ��

��

�"

#

$

%

&

'

(

え
答

%

��

�"

��
#

$
'

��
(&

筋
肉
の
こ
と
で
す
。

15

傷
口
か
ら
出
て
く
る

黄
白
色
の
液
体
の
こ
と
。

17

〜
腺
が
ゆ
る
く
な
る

と
す
ぐ
に
泣
い
て
し
ま
い

ま
す
。

19

炭
酸
水
素
〜
は
重
曹

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

20

〜
で
糸
を
引
く
、
寄

ら
ば
大
樹
の
〜
。
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こ 　　  ここ 　　  こ

個処から

ス

レ

キ
ヨ
ウ
イケイ

ハ
ン

ノ
ミカ

ウ

イ
タ
ン
パ
ク ン

ズア
ルヒ
フロ

ビ
フ
イ
ズ
ス
キ
ン

ダ
クア

ン

イシ
ン
ユウ
エ
ク
モ

デミツ
ト

セ
ニ
イ
ツ
キビビ

フ
ィ
ズ
ス
菌

◆
先
月
号
の
答
え
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自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
。
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
人
と
比
べ
て
落
ち
込
ま
な
い

こ
と
。
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
劣
っ
て
い
る
部
分
を
探
さ
な
い
こ
と
。
人

は
自
分
に
無
い
も
の
を
理
想
と
し
が
ち
。
で
す
が
、
あ
な
た
に
し
か

な
い
魅
力
に
気
づ
い
て
。◇
開
運
の
鍵
：
あ
た
た
か
い
靴
下
を
履
く

１
月
生
【

　
　
　
　】

山

津

見

神

（
お
お
や
ま
つ
み
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　配
よ
り
も
、
た
だ
自
分
を
信
じ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
成
功
す
れ
ば
自
信
に
な
っ
て
、
万

が
一
失
敗
し
て
も
大
き
な
学
び
を
得
る
の
で
す
。
そ
う
し
て
人
生
は

豊
か
に
な
り
ま
す
。◇
開
運
の
鍵
：
シ
ク
ラ
メ
ン
を
窓
辺
に
飾
る

２
月
生
【

　
　
　
　】

須
佐
之
男
命

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
ま
で
種
ま
き
し
て
き
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
大
き
な
花
が
咲
く
で
し
ょ
う
。

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
余
裕
も
で
き
そ
う
で
す
。
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

何
も
で
き
ず
に
い
た
人
に
も
次
の
機
会
に
は
き
っ
と
幸
せ
が
訪
れ
る

で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
早
起
き
し
て
昇
る
朝
日
を
浴
び
る

３
月
生
【

　
　
　
　】

大

日

如

来

（
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
に
美
し
い
花
で
も
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　時
は
や
っ
て
き
ま
す
。
で
す
が
、

次
に
豊
か
な
実
り
と
な
り
、
復
活
の
種
と
な
る
の
で
す
。
再
び
花
が

咲
く
ま
で
は
、
嘆
か
ず
焦
ら
ず
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
開
運
の
鍵
：
自
然
の
中
で
お
腹
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

４
月
生
【

　
　
　
　】

伊
邪
那
美
命

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ッ
プ
の
中
に
「
も
う
半
分
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
水
が
な
い
」
と
考
え
る
の
か
、

「
ま
だ
半
分
の
水
が
残
っ
て
い
る
」
と
考
え
る
か
で
幸
福
度
は
変
わ

り
ま
す
。
幸
せ
も
も
の
の
見
方
次
第
で
す
。
見
方
を
変
え
た
ら
幸
せ

が
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
温
か
い
焼
き
芋
を
食
べ
る

５
月
生
【

　
　
　
　】

少

彦

名

命

（
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
は
ど
ん
な
に
幸
せ
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　傷
つ
い
た
人
の
気
持
ち
に
配
慮

す
る
優
し
さ
は
忘
れ
ず
に
。
例
え
ば
、
一
緒
に
食
事
に
行
く
と
し
て

も
、
ゆ
っ
く
り
話
せ
る
静
か
な
場
所
に
す
る
な
ど
。
す
る
と
良
い
時

間
を
過
ご
せ
る
は
ず
。◇
開
運
の
鍵
：
静
か
な
ジ
ャ
ズ
を
流
す

６
月
生
【

　
　
　
　】

大

国

主

命

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　誰
も
手
に
し
た
実
り
を
手
放
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
く
は
な
い
も
の
で
す
。
で
す

が
、
手
放
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
時
は
、
い
さ
ぎ
よ
く
手
放
す
こ
と

で
す
。
あ
な
た
の
手
の
ひ
ら
が
空
っ
ぽ
に
な
れ
ば
、
新
た
な
幸
運
が

つ
か
め
る
は
ず
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
柚
子
の
蜂
蜜
漬
け
を
つ
く
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

伊
邪
那
岐
命

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　為
す
術
も
な
い
時
は
す
べ
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　流
れ
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。
す
る

と
、
全
て
が
あ
る
べ
き
所
に
お
さ
ま
る
は
ず
で
す
。
無
理
矢
理
ど
こ

か
に
お
さ
め
る
よ
り
も
、
自
然
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
で
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
伝
統
の
あ
る
お
寺
に
お
参
り
に
行
く

８
月
生
【

　
　
　
　】

道

元

禅

師

（
ど
う
げ
ん
ぜ
ん
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
な
た
の
魂
の
奥
底
に
は
神
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
神
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
日
常
の
雑
多
な
こ
と
に
追
わ
れ
る
と
、
内
な
る
神
の
存
在
を
忘

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
時
々
ひ
と
り
の
時
間
を
つ
く
り
、
自
分
自
身

と
向
き
合
っ
て
。◇
幸
運
の
鍵
：
新
米
を
土
鍋
で
炊
い
て
頂
く

９
月
生
【

　
　
　
　】

罔

象

女

神

（
み
つ
は
の
め
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　年
末
を
迎
え
る
今
こ
そ
が
原
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ
回
帰
す
べ
き
時
。
今
年
の
自

分
を
ふ
り
か
え
り
、
最
初
の
頃
と
比
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
な
ら
、
初
心
を
思
い
出
な
が
ら
大
切
な
こ
と
を
書
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
藍
色
の
グ
ラ
ス
で
水
を
飲
む

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　最
初
は
誰
で
も
戸
惑
う
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
。
で
す
が
、
二
度
三
度
と
繰

り
返
す
ご
と
に
徐
々
に
上
達
す
る
も
の
で
す
。
い
き
な
り
ベ
テ
ラ
ン

の
人
と
比
べ
て
不
安
に
な
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
最
初
は
繰
り
返

し
あ
る
の
み
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
絶
景
の
写
真
集
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
生【

　
　
　
　】

猿

田

彦

神

（
さ
る
た
ひ
こ
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
休
み
の
日
は
意
識
し
て
穏
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
な
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
難
し
い
こ
と
を
考
え
た
り
、
何
か
を
心
配
し
た
り
し
な
い

こ
と
。
す
る
と
、
脳
の
疲
れ
が
自
然
と
癒
や
さ
れ
、
気
力
が
甦
る
で

し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
お
天
気
の
良
い
休
日
は
公
園
を
散
歩
す
る

12
月
生【

　
　
　
　】

天
之
手
力
男
神

（
あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お
の
か
み
）

����೥ɹ��݄

天
之
御
中
主
神

（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
）




